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ワクチンの予防的接種を検討する上での基本的な考え方について 
 

令和７年８月 

消費・安全局 

動物衛生課 

１．背景・経緯 

（１）これまで、高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）の発生事例について、

我が国は、早期の摘発及び迅速な殺処分により対応。防疫指針に基づ

き、予防的ワクチン接種は行わないこととしている。（参考１） 

なお、緊急時の使用を想定して一定量のワクチンの備蓄を行っている

が、これまでに使用した実績はない。 

 

 

（２）本病は、数年に一度程度の頻度で発生する疾病であったが、令和２年

度以降は毎年発生し、殺処分羽数も増加（参考２）。毎年清浄化に成功

しているが、以下の課題が顕在化し、防疫措置は持続可能とは言えな

い状況。 
（課題の例） 

○ 殺処分作業：同一地域での連続発生による防疫措置の遅れ、家保職員の離職・

応募者減、防疫作業の担い手不足、国・県の費用負担の増加や行政（国・

県）の停滞が発生。 

○ 埋却地：埋却地の確保ができずに離農、再利用のための掘り返し、滲出液の漏

出、焼却施設やその周辺住民から理解が得られない。 



- 2 - 

○ 周辺事業者：食鳥処理、成鶏処理、飼料販売等、数多くの事業者において直接

的・間接的な経済的被害が発生。 

○ 鶏卵供給：令和４年度、令和６年度シーズンには、鶏卵供給不足に陥り、小売

業における卵価が高騰（スーパーの棚から鶏卵が消え、外食産業等ではメニ

ューから鶏卵製品を除く動きも。）。 

 

（３）一方、近年、世界的にも本病の大規模発生が継続する中で、国際的に

ワクチン利用の機運が高まりつつある。令和５年５月のWOAH総会で

は、接種群でのサーベイランスを前提としたワクチン使用の検討を促

す決議が採択（参考３）。 
 

（４）当該決議以降、欧米では次のような動きがあり、従来の不活化ワクチ

ンよりも有効性が高いと考えられ、接種も容易なワクチンの開発が進

んでいる（参考４・５）。 

① フランスが令和５年10月から、商用あひるを対象としてワクチン

の使用を開始（参考６）。 

② 他のEU諸国でも使用の検討が進められており、オランダは、令和

５年以降、採卵鶏農場での接種試験を実施。令和７年３月から、コ

マーシャル採卵鶏農場でのパイロット接種を実施中。 

③ 米国は、本年２月26日に、採卵鶏への使用を検討すること、仮に

使用した場合の家きん製品の輸出への影響を最小化すべく貿易相手

国と協議していくことを表明（参考７）。 

④ カナダや英国でも、ワクチン接種に関する産学官タスクフォース

を設置し、接種の課題等についての議論を開始。 
（英国のタスクフォースでは、まだ結論には至っていないが、７月に検討結果の 

レポートを公表。） 

 

２．ワクチン接種についての農林水産省の認識 

（１）これまで我が国は、摘発・とう汰政策及び飼養衛生管理の徹底により、

鳥インフルエンザウイルスの常在化を回避することに成功。 

 

（２）以前からワクチン接種を実施してきた中国やインドネシア、ベトナム

等の国（参考８）では、ワクチン接種が本病の発生数の低減に一定程度

寄与したと考えられるが、接種群での監視が不十分であり、接種群での

まん延防止や新たな変異株の出現防止、公衆衛生リスクの最小化といっ

た本病の清浄化の観点等からは課題があったと考えられる。 
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（３）一方で、 

① 令和５年のWOAH総会決議（参考３）では、「接種群でウイルス浸潤が

ないことを確認するサーベイランスや、ワクチン株が流行株にマッチ

していることを確認するモニタリングが実施されていれば、ワクチン

は本病の補完的なコントロール手法として検討し得る」とされている 

② WOAHコードにおいて、「接種群の清浄性を証明するため全接種群で

のサーベイランスを実施する」よう求めている（参考９） 

ことを踏まえ、当該サーベイランスやモニタリングとセットで実施する

ワクチン接種は、検討に値するものと考える。 

 

（４）このため、１（２）において近年顕在化してきた課題も考慮し、ウイ

ルスの常在化を招かないワクチン接種やサーベイランスの実現可能性

や妥当性について検討することとしたい。 

 

３．検討の方針 

（１）基本的な考え方 

以下を基本的な考え方として整理したい。 

① 予防的ワクチン接種は、発生数の低減を目的として実施する（発生を

ゼロにするのではない。） 

② 従来ワクチンよりも有効性が高く、接種も容易なワクチン（※）を使

用する 
（※）七面鳥ヘルペスウイルスベクターワクチン（参考４）が有望か。ふ卵場での接

種が可能であり、感染防御やウイルス排出阻止の能力が高く、液性免疫だけでな

く細胞性免疫も惹起され、免疫持続期間も長いとされている。 

③ 近年、大規模に発生し、供給や価格に影響が生じている採卵鶏群を対

象とする 

④ 接種群でのウイルス伝播がないことを監視・確認するサーベイランス

を全接種群で実施する 

⑤ ワクチン株が流行株とマッチしていることを確認するモニタリング

を実施する 

 

（２）課題・論点の抽出 

検討に当たっては、「どのような目的で」、「どのワクチンを」、「どの家

きん群に接種するか」、「接種群でウイルス循環がないことをどんなサーベ

イランスで証明するか」、等が主な論点になると考える 

今後、資料３にある主な論点のうち、技術的事項について議論を重ねる

こととしたい。 

 


